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IV.消 費 生 活
1.西 陣 と 衣 生 活
和装産業の低迷の背景には,低成長下におけ
る国民生活の逼迫 とともに,服飾様式の構造的
な変化があると考えられている。前者の低成長
下における消費生活の困難 さについてはあらた
めて強調す るまでもないであろ う。たとえば,
総務庁 「家計調査」の勤労者 世帯 の 実質収入
(金額指数)の 推移をみれば,1963～73年の10
年間に38.6ポイン トも上昇 している。しかし,
「石油危機」後の1973～84年の11年間には17.7
ポイン トと低迷 している。 このため消費は全般
的に冷え込み,被 服費 もその影響 を受 けるこ
ととなった。 とりわけ,家計構造の硬直化の下
で,圧縮可能な被服費は他の家計費目以上に抑
制 されることになった。
加 えて,服飾様式の変化が 「きもの」離れを
促進 させている。 日本絹業協会の 「絹の和服と
洋服の着用に関す る調査」(1982年)によれば,
日常生活における和服派は3.2%,和服世代と
思われる60歳以上層でみても和服派は15.0%に
す ぎなくなって きている。池田孝江氏は,第2
次大戦後の日本における衣生活習慣の変化を,
①戦時 ・戦後の生活環境,生 活様式の変化によ
る洋服化の進展,② 日常着から晴れ着へ,③ 和
装文化の非伝承,と 整理 しているi)。
このような国民の服飾様式の変化にともなう
「きもの」離れの状況が,和 装産業の拠点であ
る西陣地域の住民の衣生活のなかにどのように
現れてきているであろうか。 この地域では住民
の約3割 が西陣織に関係 してお り,また高齢化
も著 しく進行している。 したがって,他 の地域
以上に和装文化が濃密強固に残っていて も不思
議ではない。 とはいえ,服飾様式は他の生活様
式か ら切 り離 されて孤立的に存在するものでは
ない。生活様式の全般的な洋風化はこの西陣地
域において も進展 してお り,服飾様式 も当然そ
の影響 を受 けざるをえない。
結論 を先取 りしてい えば,西 陣地域 において
も 「きもの」離 れ は 着実に 進んで いる。「き も
の」の着用について も,全 国的な傾 向 と同様 に
着用頻度の 減少,非 日常化 が み られ る。ミ紺屋
の白袴,と い うこと もないではないが,服 飾様
式 の転換が和装産業の中心的地域 において も不
可逆的 に進行 してい るとみて間違 いない と思わ
れ る。
(1)「きもの」 の着 用頻度
「き もの」の 着用頻度 は全般 に 低い。「ほ と
ん ど毎 日」5.6%,「1ケ月 に数回」5.2%,「1
年 に数回」28.7%,「ほ とん ど着 ない」35.2%,
「全 く着ない」24.1%とな ってお り,比 較的着
用頻度の高い 「ほとん ど毎 日」 と月 に数 回 を合
わせて も10%強に しか な らない(図N-1)。 し
か し,他 のデー タに比べ ると,こ の地域 の 日常
的 な和服着用率 は若干高 くな ってい る。た とえ
ば,京 都銀行の調査 「き もの世代(中高年女性)
の き もの観について」(1980年)によれば,40歳
以上の対象女性 のうちrほ とん ど毎 日着 用」 は
4.7%にす ぎないが,西 陣の女性 の毎 日着用派
は7.0%,40歳以上 では さらに高 くなってい る。
図IV-1「きもの」の着用頻度
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以下,「きもの」の着用頻度の特徴を諸属性 と
関連 させてみていくことにする。
まず性別の特徴では,男性よ り女性の着用頻
度が高い。厂ほとんど毎 日」着用は男子で4.2%,
女子で7.0%,「1ケ月に数回」 は男子で2.9%,
女子7.5%となってお り,女子の方が日常的に
「きもの」になじんでいることがわかる。とは
いえ,月 に数回という着用頻度 まで入れても,
比較的頻度の高い女子の場合でさえも14%強と
いう低い水準である。男子の場合,最 も多いの
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女
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は 「全 く着ない」 の35.4%,次いで 「ほ とん ど
着 ない」 の32.7%となってお り,こ れ らを合 わ
せた 「きもの」 との日常的な接触 の少 ない層 の
比率 は7割 近 くに も達 してい る。女子 では この
「全 く着 ない」「ほ とん ど着 ない」 とい う層 は
低 くはなってい る ものの,そ れで も5割 を超 え
てい る。 このよ うに 「き もの」離れが男子 で著
しい ことがわか る(図N-2)。
年 齢別 には,着 用頻度 の高 い 「毎 日」+「1ケ
月数 回」の比率 が,加 齢 とともに高 くなってい
る。すなわ ち,40歳未満1.6%,40歳代7.1%,
50歳代8.5%,60歳代12.2%,70歳以上30.5%
とな ってお り,70歳以上層 で顕著 に高 くな って
い る。70歳前後 の年齢層 の ところで服飾にお け
る様式 の転換が あ った もの と推測 され る。 これ
は前述 の池 田孝江氏 の分析 とも対応 してい ると
思 われ る(図IV-3)。
西 陣織 関連従業者 と 「きもの」の着用頻度 と
の関係 をみ ると,「毎 日」+「1ケ 月数 回」は西
陣織関連 で10.i%,非西陣で11.6%,1年数回
の着用頻度 で,西 陣織関連36.9%,非西 陣23.7
%,「ほ とん ど」+「全 く」着ないで西陣織 関連
52.3%,非西陣63.9%とな ってい る。つま り,
日常的 に 「きもの」を着 てい る者 の比率 は,西
陣織関係者 も非関係者 もあ ま り大 きな 差 はな
い。 しか し,年 に数 回程度 の冠婚葬祭 等 におけ
る 「き もの」着用比率 は西陣織関係者 の方 が高
くな ってい る。そのため 「ほ とん ど」+「全 く」
柵 ない とい う脱和装層 の比率 は西陣織関係者 に
おいて低 くなっている。 しか し,京 都の 「き も
の」生産地 の中心 的は地域 において,脱 和装層
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が西陣織関係者でさえ5割以上,非 関係者で6
割以上という数値を示していることは,服飾に
おける和装離れ,す なわち生活様式の転換(洋
風化)が 構造的に進展していることを物語って
お り,和装産業の今後のあ り方に大 きな問題を
なげかけている(図IV-4)。
家族形態別では,高齢者を含む家族形態にお
いて着用頻度が高 くなる傾向を示している。す
なわち,親と子供夫婦 と未婚子の形態で 「毎日」
+「1ケ月に数回」が16.5%と最 も高 くなって
お り,次いで夫婦のみの形態の13.1%となって
いる。3世 代型の家族形態で 「きもの」の着用
頻度が高いのは,高齢者における和装文化の生
活様式の保持比率の高 さとともに,そ うした高
齢者の若い世代への影響 もあって,そ こでの世
帯員が若い子供たちを含めて 「きもの」のある
生活になじんでいるという事情があるか もしれ
ない(図IV-5)。
住宅と 「きもの」 との関連があるとすれば,
それは主として住宅の構造的な様式(ま たは形
式)に かかわって くるものと思われる。住宅の
様式が和風か,洋 風かは 「きもの」のある生活
に一定の影響を与えられる。しかし,住宅所有
形態の影響はほとん どみられない。住宅所有形
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態別にみて,着用頻度が高 くなっているのは,
民間借家層 と持ち家層であり,反対に,低 いの
は賃貸マンション,公団住宅,社 宅 ・公務員住
宅,借 間 ・下宿などである。 これは特定の住宅
所有形態 と 「きもの」着用頻度の関連を示す と
い うより,年齢要因が間接的に反映してい るこ
とを示す ものだろう。つま り,民間借家や持 ち
家層では高齢者比率が高いため,「きもの」の着
用頻度 も高 くなっているものと思われ る。
職業 と 「きもの」の着用頻度 との関係では,
「きもの」の着用頻度が高い(「毎 日」+「1ケ月
に数回」)職業は,専門職(29。3%),無職(25.7
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%),そ の他(18.8%)など となってお り,こ れ
らは仕事 の上での必要性 と ともに,・r;.._の要
因 も加 わって和装志向が強 く,か つ時間的に も
和装 で 行動 す るゆ とりが ある もの と 推測 され
る。若 い人が多 く従 事 してい る事 務職 やサー ビ
ス職,そ して学生では 「ほ とん ど着 ない」+「全
く着ない」の比 率が7割 を超 えてい る。 ここで
も着用 の頻度 は,ご く限 られた 職業 を別 に す
れば,職 業 差 とい うよ りは年齢 によ る服飾様式
の差異 をよ り多 く示 してい ると思 われる(図N-
6参照)。
所得 階層 と着用頻度 については,「毎 日」+「1
ケ月 に数 回」 とい う着用頻度 の高 い者 において
は,所 得 との 関連性 は あま りみ られない。200
万 円未満層 と1,000万円以上層 との問 にほとん
ど差が み られない。 しか し,行 事 などの時に し
か着用 しない と推定 され る 「年間 に数回」着 る
層や,ほ とん ど着 ない脱 「きもの」層 において
は所得階層 の格差が うかが える。200万円未満
層 では,「ほ とん ど」お よび 「全 く」着 ない とす
る者 の比率 は61.5%となってい るのに対 して,
1,000万円以上層では43.1%と低 くな ってい る。
また行事 や儀式 な どの際 に着用 してい ると思
われ る 「年数回」の頻度 の者 は,1,000万円以上
図IV-7所 得階層別着用頻度
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層の場合 には43.1%と際立 って高 くなってい
る。 これから判断すると,全般に日常着 として
の 「きもの」は服飾様式の洋風化のなかで,中
高年齢層の一部に残存 しているにす ぎなくなっ
てきているが,年 に数回程度の頻度で着用する
儀式用,行 事用としての 「きもの」の機能が喪
失しているわけではない。 しかし,「きもの」の
高額化という事情もあって,所得階層の低い層
で 「きもの」離れが一層進行しているように思
われる(図IV-7)。
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(2)「きもの」の着 用機 会
「きもの」着用頻度 の低 さは当然 その着かた
を特殊 な ものにす る。「き もの」を着 る機 会 で
比 率の高い ものか ら順 にあげてみ ると,最 も比
率 が高 いのは,お 正 月で53.6%,以下,結 婚 式
・葬 式47.7%,普段 くつろいだ時24.7%,お茶
会 ・パー テ ィ23.7%,入学式 ・卒業式16.4%,
仕事上 の必要 で11.5%,七五三 ・成人式10.9%,
お祭 り7.2%などとな ってい る。特別 の機 会に
しか着 ない傾向が はっき りと現 われてい る。着
用頻度が高 い層では,仕 事上 の必 要や普段 の く
つろいだ時 の比率が高 くな り,年 に数 回の層で
はお正月 その他 の儀 式 ・行事が 中心にな る(図
N-8)o
性別 にみ ると,男 子の 「きもの」 の着用機会
で比率が高いのは,お 正 月(60.2%),普段 くつ
ろいだ時(27.1%),結婚式 ・葬 式(24.6%),仕
事 の上 で(20.3%)などである。他方,女 子 の場
合 には,結 婚式 ・葬式が最 も高 くて62.2%,次
いでお正月の49.2%,お茶会29.7%,普段 くつ
ろいだ時23.2%,入学式 ・卒業 式22.7%などと
な ってい る。男子の和服が,儀 式や行事用 とい
うよ り,く つろ ぎ用か,仕 事用 かがは っき りと
分 かれてい るの に対 して,女 子の場合 には多 く
の場合儀式 ・行事用 として機 能 してい るよ うで
あ る。 この 「きもの」の機 能の差異 は,男 子 と
女子 の 「きもの」に対 す るニーズの差異 で もあ
り,そ れぞれが需要す る 「き もの」 の種類 に も
関係 す ることになる(図N-9)。
年齢別 の 「きもの」を着 る機会 で比率 の高 い
ものは,20歳代 では,お 正 月75.0%,結婚式 ・
…葬式50.0%,お茶会 ・パー テ ィ50.0%,七五三
・成人 式40。0%,入学式 ・卒業 式25.0%などと
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なってお り,行 事 ・儀 式 を中心に着用 されてい
る。30歳代では,お 正 月70.6%,結婚式 ・葬式
47.1%,入学式 ・卒業式38.2%などで高 くなっ
てお り,子 育 て期 のライフステージを反映 して
子供 の入学式 ・卒業式 での着用機会が多 くなる
もの と推測 され る。40歳代 での着用機会 の高 い
ものは,お 正月55.6%,結婚式 ・葬式38.9%,
入学式 ・卒業式29.6%,お茶会 ・パー テ ィ22.2
%,仕 事上16.7%などとなってお り,子 供 た ち
も大 きくなって入学式 ・卒 業式の機会 も少 な く
な り,他 方,お 茶 会 ・パー テ ィの機会が増 大す
ることを示 してい る。 また この年齢 層で仕事上
の着用が最 も多 くな ってい る。
50歳代 での 着用機会 の 高い 順番 は,お 正 月
59.0%,結婚 式 ・葬式59.0%,お茶会 ・パーテ
ィ37.7%,普段 くつろ ぐ時29.5%などである。
この世代 では結婚式 ・葬式 での着用率が最大 に
な ってお り,ま たお茶 会 ・パーテ ィな どでの着
用率 も高 い。 さらに普段 くつろ ぐ時 の着用比率
が この年齢層 から2割 を越 える。60歳代以上 に
な ると最高 の着用機会 が お正 月以外 の 場 にな
る。す なわち,60歳代で は,結 婚式 ・葬 式58.3
%,お 正 月53.3%,お茶 会 ・パー テ ィ25.0%,
その他21.7%,普段 くつろ ぐ時20。0%などの順
番 になってお り,着 用頻度 の増 大 とと もに着用
機会 も多様化 してい る。70歳代では着用 の 日常
化 に対応 して,結 婚式 ・葬 式40.7%,普段 くつ
ろぐ時40.7%,お正月32.2%と,普段くつろぐ
時の比率が高 くな り,80歳代以上ではこの傾向
がさらに強ま り,普段くつろぐ時46.7%と半分
近 くになっている(図IV-10)。
西陣織関連従業者 と非関連者 の 間の 「きも
の」着用機会の差は次のようになっている。す
なわち,西陣織関係者で比率が高 くなっている
機会は,お正月,結婚式 ・葬式,お 祭 り,仕事
などであり,これに対 して,非関係者での比率
の高い ものは七五三,入 学式 ・卒業式,お茶会
・パーティ,その他 となっている。そして両者
の問であま り差のない ものに,普段 くつろいだ
時がある(図IV-11)。
前述のように年間数回程度の着用頻度におい
ては西陣織関係者の比率が高くなってお り,各
種行事や冠婚葬祭などにおける着用頻度の高 さ
をうかがわせるものであったが,行事 ・儀式等
での着用機会に も西陣織関係者 らしさが現れて
いる。西陣関係者の比率が高いのは,上述のよ
うにお正月,結婚式 ・葬式などであり,他方,非
関係者の比率が高いのはお茶会 ・パーティ,入
学式 ・卒業式などである。西陣織関係者の 「き
「もの」着用機会は家や,仕 事上のきわめてフ
ォーマルな,そ して対外的な性格の強いもので
あり,それに対 して,非関係者の着用機会は比
較的個人的,私的な場での着用となっている。
職業別には,特徴的な着用機会を示している
図N-11西 陣織関係者 ・非関係者別着用機会
(1)
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仕 事 上 普 段 くつ お 正月 そ の 他
ろ ぐ時
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のが,専門職,その他で仕事上の比率が高 くなっ
ている。また主婦は結婚式・葬式,お茶会・パー
ティの比率が高 く,学生はお正月,七五三 ・成人
式に着用機会が集中している。管理職はくつろ
ぎと仕事上の比率が高い。他の職業では着用の
機会 と関連性があまり明確でない(図N-12)。
最後に,所得階層と着用機会については,所
IU結婚式 。葬式
得階層差が明確に現れているのは,お茶会 ・パ
ーティで,そ こでは所得が高 くなるほど,着用
機会が高 くなっている。他の機会については所
得階層差がそれほど着用機会の差 として現れて
いない(図N-13)。
(3)「きもの」を着用しない理由
「きもの」を 「ほとん ど」および 「全く」着
図IV-12職 業 別 着 用 機 会
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100.
80.
60.
40.
20.
o.
事 販 運 サ 専 技 管 主 学 そ 無 事 販 運 サ 専 技 管 主 学 そ 無 事 販 運 サ 専 技 管 主 学 そ 無輸1術 輸1術 輸!術
叢纛韓 叢婦∴ 蠶韓 翻 冠職飜韓 器婦纛
〔7〕普段くつろぐ時も 18)お正月 (9)その他
100.
80.
60.
40.
20.
o.
1灘ll:1灘難蠶llll灘ll器
結婚式 七五三
図IV-13所 得 階 層 別 着 用 機 会
入学式 お茶会 お祭り 仕事上 普段くつ お正月 その他
70.
56.
42.
za.
14.
o.
(万円)020040060010000200400.II1102004006001000020D40060010000200400600100002004006001000020040060010000200400600100002004006001000～ 以 ～ ～ ～ ～ 以 ～SSl以～ ～ ～ 以
～ ～ ～ ～ 以 ～ ～ ～～ 以 ～SS～ ～ 以 ～ 1～以 ～ ～ ～ ～ 以 ～SS
2004006001000上2004006001000上2004006001000上2α0400〔踟1 D上2 04 06001000上2004006001000上zoo4006001000上200400600ユ000上200400〔1/111上
一22一
ない人々 の,理 由 の第1は 「動 きに くい」(39
%),次 いで 「着 るのが面倒」(21%),「着て い
く所が ない」(20%),「忙 しくて着れ ない」(15
%),「きもの」 を持 っていない(15%)などとな
図1V-14きものを着ない理由
図N-15着 物 を 着 な い 理 由(性 別)
女 男
50.40.30.20.]0.0.0.10.20.30.40.50.
っている(図IV-14)。他に メインテナ ンスの大
変 さなど もあ る。前 出の京都銀行調査 では着な
い 理 由の なかで 「後始末片付 けに 手 間1がかか
る」(15%),「雨 にあった り,汚れた りした時 の
手入 れが大変 なので」(15%)とい うのがかな り
大 きな 位置 を 占めてい る。今 回 の 調査項 目 で
は,こ のメインテナ ンスにかかわ る選択肢が な
いので,そ の他 のなかに入 れ られてい ると思わ
れ る。
以下,主 要な属性 とかか わ らせ て分析す る。
まず,性 別 の不着用理 由は,男 子 の場合,「動 き
に くい」34.7%,「持 っていない」21.4%,「着
るのが面倒」17.7%,「忙 しくて着 れない」16.1
%と な ってい る。女子の場合 は 「動 きに くい」
45.3%,「着 るのが面倒」24.7%,「着てい く所
がない」22.6%,「一人 で着 られない」16.8%,
な どとなってお り,男 子で は持 っていない,忙
しくて着れ ないの比 率が高 く,女 子では着 てい
く所が ない,一 人で着 れないの比率 が高 くな っ
てい る。 このよ うに性別 によ る不着用理 由の差
異が はっ きり現れてい る(図N-15)。
年齢別 に不着用理 由をみ ると,「きものを持 っ
ていない」 を不着用理 由 とす る者 は,20～30歳
代 の若 い層で高い。また 「一人 で着 られない」
も同 じく若い年齢層 ほ ど高比率 となっている。
図IV-16年 齢 別 着 な い 理 由
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「着 るのが面倒」 とす る者 は年齢 層 にかかわ り
な く一定 の高 さを 占め,「着てい く所 がない」
もほぼ 同 じ傾 向を 示 してい る。他方,「動 きに
くい」 を不着用理 由 とす る者 は高齢 ほど高比率
となってい る。「忙 し くて 着 れない」 とす る者
は40～50歳の働 き盛 りで高 くな ってい る。 この
ように 「きもの」離れ の理由は年齢 によってか
な り差1があ ることが わか る(図N-16)。特 に,
着用頻度 の低い若年層 の場合,「きもの」を持 っ
ていない→ 一人 で 着 られない→ 「き もの」 を持
たないの循環が定着 してきてい る。「きもの」の
高 額化が この傾 向をさらに拡大 させ てい るで あ
ろ うこ とは想像 に難 くない。
西 陣織 の 関係者 ・非関係者別 の 不着用 理 由
で,西 陣 織関係者 に おい て は,「動 きにくい」
35。7%,「着 るのが面倒」23.1%,「忙 しくて着
れない」18.9%,「き ものを持 っていない」15.
4%,「着 てい く所 がない」12.6%,「一人 で着 ら
れない」7.0%,などの順 にな ってい る。他方,
非 関係者 で高い理 由は 「動 きに くい」40.8%,
「着 てい く所 がない」20.1%,「着 るのが面倒」
図IV-17
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19.7%,「持 っていない」14.4%,「忙 し くて着
れない」13.7%,「一人で着 られない」12.0%,
な どと な って い る(図IV-17参照)。 西陣織 関係
者 では 「着 るのが面倒」,「忙 し くて着れない」,
「持 っていない」 の比率が高 く,非 西陣織関係
者 では 「動 きに くい」,「着 てい く所 が ない」,
「一人 で着 れない」の割取が高 くな ってい る。
西陣織関係者 の不着用理 由には,仕 事や生 活 の
あわただ しさが背景 にな ってい る もの と思 われ
る。
家族形態別 に不着用理 由をみ ると,単 身世帯
で高 いのは 「きものを持 っていない」で39.5%,
この 世帯形態 に 若年層 の 多いた めで あろ う。
「動 きに くい」 の比率 が高 いのは,夫 婦 のみ形
態(54.7%),3世代世帯(43.4%)であ る。 こ
れ らの世帯形態 におけ る高齢者比率 の高 さが反
映 してい ると思 われ る。「一人 で 着 られ ない」
の比 率は核 家族 世帯 も3世 代世帯 で もあま り大
きな差がない。 この ことは高齢者 を含 む世帯で
も和装文 化の伝承力 が衰退 してい るとも考 えら
れ る(図]V-18)。
職 業別 の 不着用理由は,「 きもの を 持 ってい
ない」 が学生(100.0%),その他(33.3%),専
門職(30.4%)で高 い。「動 きに くい」 を あげ る
者 は,i無職(57.1%),主婦(57.1%),販売職
(45.9%),管理職(43。9%),専門職(43.5%)
な ど比較 的着用者比率 の高 い職業 で高 くな って
い る。他 の理 由ではあま り職業 との関連性 はみ
られない(図N-19)。
所得階層差 が明自に現 われ てい るのは,所 有
にかかわ る理 由で,「き もの」 を 持 って いない
とす る不着用理 由は1,000万円以上 で最 も低 く,
図IV-1v家 族 形 態 別 着 な い 理 由
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他方200万円未満層で最 も高 くなっている。他
の理由では,「一人 で 着られない」 とす る者で
若干低所得層での比率が高 くなっている程度で
ある(図IV-20)。これは低所得層における若年
層比率の高 さの投影とみられる。つま り,服飾
様式の和風 ・洋風の選択には所得要因が直接的
には規定していないことを示 していると考えら
れる。 とはいえ高額化してきている 「きもの」
が中 ・低所得の庶民や若年層の手から「きもの」
を遠ざけ,結果として和装の服飾様式を駆逐す
ることになっているであろうことは十分根拠の
あることである。
2・ 耐久消費財の所有状況と所有ニーズ
(1)世帯として所有 している耐久消費財
まずここで取 りあげた15の消費財の,こ の地
域での生活における性格についてふれてお くこ
とにする。①カラーテレビ:普及率がきわめて
高い共用型生活財である。むしろこの生活財の
非所有が意味する,現代的生活様式からの脱落
または拒否に注目すべきである。②礼服 ・礼装
用着物:織 物産地の西陣,そ して高齢者比の高
い西陣 では所有率が高 くて当然の個人用生活
財。女性型。これも非所有層に注目すべき。③
エアコン:共用型生活財であり,西陣地域の住
生活環境(密集,騒 音など)からすれば客観的な
必要度はかな り高いと思われる。④ステレオ:
趣味性の高い若年型の個人用生活財。 ⑤乗用
車:対象地域は交通の便 の良い市街地であ り,
また車庫の確保の困難さや周辺の道路事情の悪
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さからすると,営業用以外の日常生活での乗用
車の必要度はあまり高 くないと思われる。
⑥宝石:趣味性 の強い 女性型 の個人用生活
財。⑦電子レンジ:調理技術 の変化 の指標 と
なる共用型生活財。⑧応接セ ット:共用型生活
財。住生活における洋風化,居住空間の広 さの
指標 となる。⑨書画 ・骨董:趣 味性の強い個人
用生活財。⑩ゴルフ道具:中 高年男子型の個人
用生活財。⑪ ビデオコーダー:テ レビの延長線
上にある娯楽用の共用型生活財。⑫ ピアノ;子
供のいる世帯における教育型の個人用生活財で
あ り,あわせて世帯のある種の文化度とピアノ
を置 く住空閻の広 さをも表示する。⑬カラオケ
:普及率の低い趣味性の強い共用型生活財。 ピ
アノとは異なる世帯のある種の文化性を示す。
⑭ ビデオカメラ:現段階での普及率が低い趣味
性の強い個人用生活財。若年男子型。⑮パソコ
ン:普及率が最 も低い趣味性の強い個人用生活
財。ビデオカメラと同じ性格。
家事軽減型の耐久消費財の普及度 はかな り高
くなっているので,今 日的な生活様式を表示す
るものとして,余 暇型 ・趣味型の生活財を中心
に取 りあげた。今日,余暇型のライフスタイル
は若年型であ り,そのためここでの生活財の多
くは若年志向となっている。これらの消費財の
性格を使用 目的 と使用形態によって大まかに整
理 す ると次 のよ うにな る。
a.家 事軽減型 の共用型生活財 …電
子 レンジ。
b.住 生活共用型生活財 …エ アコン,
応 接セ ッ・ト。
c.仕 事 ・余 暇併用 の共用型生活財
…乗用車。
d.娯 楽共用 型生活財… カラー テ レ
ビ,カ ラオケ,ビ デォ コー ダー。
e.社 交型個人用生活財…礼服 ・礼
装用,ゴ ル フ道具 。
f.趣 味型個人用生活財 …ステ レオ,
宝石,書 画 ・骨董,ビ デオカメ ラ,
パ ソコンo
g.教 育型個人 用生活財… ピアノ。
これ らの耐久 消費財の世帯所有率 の
状況 は,90%以上:カ ラー テレビ,70
100
80.
so.
40.
20.
o.
'図N-21耐久消費財の世帯所有率
%台:礼 服 ・礼装用着物,60%台:エ アコン,
ステ レオ,50%台:乗 用車,40%台:宝 石,電
子 レンジ,30%台:応 接セ ッ ト,20%台:書 画
・骨董 品,ゴ ル フ道具,ビ デ オコー ダー,ピ ア
ノ,20%未満:カ ラオケ,ビ デオカメラ,パ ソ
コンな どとなってい る(図N-21)。
性別 の世帯所有率 をみ る と性差の大 きい生活
財 は,宝 石(女子が17。3ポイン ト高い),乗 用車
(男子が9.2ポイン ト高い),礼 服 ・礼装 用着物
(女子が8.2ポイン ト高い)で あ る。性別 差が5
～6ポ イ ン トの ものには,ス テ レオ,ビ デオ コ
ー ダー,電 子 レンジ,書 画 ・骨董 な どがあ り,
他は あま り性差が み られ ない(図W-22)。全 体
に男子の所有率 が高 くなってい る。性差 が大 き
くな ってい る ものは使用 におけ る個人 的色彩が
図IV-22性別 世 帯 所 有 率
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かな り強 く,性別文化が明確なものである。 こ
れに乗用車などのように年齢要因が加わって く
るものと思われる。
次 に生活財ごとの年齢別の世帯所有率 と年齢
格差は以下のようになってい る。
①カラーテレビ:
所有率高(98%)格差小(4ポイン ト差)
②ステレオ:
所有率中(62%)格差大(34ポイン ト差)
③ビデオカメラ:
所有率低(10%)格差小(10ポイン ト差)
④ ビデオコーダー:
所有率低(27%)格差中(18ポイント差)
⑤ ピアノ:
所有率低(23%)格差中(15ポイン ト差)
⑥ ゴルフ道具:
所有率低(26%)格差大(21ポイン ト差)
⑦乗用車:
所有率中(56%)格差大(44ポイン ト差)
⑥電子 レンジ:
所有率中(48%)格差大(26ポイン ト差)
⑨応接セ ット:
所有率低(35%)格差中(14ポイン ト差)
⑩エアコン:
所有率中(69%)格差大(36ポイン ト差)
⑪礼服 ・礼装用着物:
所有率高(78%)格差大(22ポイン ト差)
⑫宝 石:
所有率中(48%)格差大(30ポイン ト差)
⑬書画 ・骨董:
所有率低(29%)格差小(10ポイン ト差)
⑭ カラオケセット:
所有率低(17%)格差中(16ポイン ト差)
⑮パソコン:
所有率低(7%)格 差小(3ポイン ト差)
年齢別には全体に若壮年層を含む世帯での所
有率が高 くなっているが,上掲の世帯所有率 と
年齢格差をクロスさせ ると,5つ のパターンに
整理す ることができる。すなわち,第1に,世
帯所有率が高く,年齢差が大 きい生活財 として
礼服 ・礼装用着物がある。 これは20歳代 ・30歳
代の所有率が68.6%と低 くなっているが,40歳
代 ・50歳代で8割 強とピークにな り,60歳代以
後で若午 低下 してい る。
第2は,世 帯所有率 が高 く,年 齢差が小 さい
もので,カ ラー テレビが これ に入 る。家族共用
の生活財で,ほ とん どどの年齢層 で96%以上 の
所有率 にな ってい る。
第3は,所 有率が中位で,年 齢差 が大 きい も
ので,こ こにはエ アコン,ス テ レオ,乗 用車,
宝石,電 子 レンジの5品 目が入 って くる。 これ
らの生活財 は世帯所有率 はそ こそ この高 さ(40
～60%台)と なってい るが,年 齢に よる格差が
大 きい。最 も世帯所有率 の高い年齢 層 と低い年
齢 層を品 目ごとに 比較 す る と下記 の よ うにな
る。
〈共用型生活財〉
エアコン 〔40～50歳代:79%→20～30歳代:
75%(-4ポイ ン ト)→60歳以上:53
%(-26ポイ ン ト)〕
乗 用 車 〔20～30歳代:64%→40～50歳代:
62%(-2ポイ ン ト)→60歳以上:43
%(-21ポイン ト)〕
電子 レンジ 〔40～50歳代:52%→20～30歳代
:50%(-2ポイ ン ト)→60歳以上:
42%(-10ポイン ト)〕
〈個人用生 活財〉
ステ レオ 〔20～30歳代:72%→40～50歳代:
70%(-2ポイン ト)→60歳以上:45
%(-27ポイン ト)〕
宝 石 〔40～50歳代:53%→20～30歳代:
51%(-2ポイン ト)→60歳以上:41
%(-12ポイン ト)〕
世帯所有率 トップに くる年齢 層は,品 目によ
って40～50歳代 または20～30歳代にな るが,こ
の両世代 の 間の所有 率 の 差は あま り大 きくな
い。他方,60歳以上 とそれ以下の世代で世帯所
有率 に大 きな格差 が生 じてい る。 これ は共用的
性格 の財 と個人 的使用財 の両者 と もに共通 して
い る。 このなかでは電子 レンジ,宝 石の年齢差
が比 較的小 さくなってい る。
第4は,所 有 率が低 くて,年 齢格差が 中位 の
もので,ビ デオコーダー,ピ ア ノ,応 接セ ッ ト,
カラオケな ど4晶 目が入 る。 この うち ビデオコ
ー ダー は若年層を含む世帯 ほ ど所有率 が高 い若
年型生活財で ある。他の生活財 は40～50歳代 を
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ピークとする山型(中 年型)と なっているが,
応接セットはピー クが低 く,年齢差が最 も少な
くなっている。
第5の タイプは,所有率が低くて,年 齢差が
小 さいもので,書 画 ・骨董,ビ デオカメラ,パ
ソコンな ど3品目が これにあたる。これらの生
活財はまだ普及率が低 く,そのため年齢差も小
さくなってい るものと思われ る。
学歴と生活財の所有関係については,一部を
除いて,大学 ・短大などの学歴層の世帯で所有
率 が高くなっている(図N-23)。とはいえ,こ
のことは学歴が所有率の上昇の直接的な要因で
あることを必ずしも示 していない。高学歴者の
比率は若年層や,ホ ワイ トカラー層,高 所得層
などで高 くなっている。つま り年齢要因や職業
要因,所得要因が間接的に投影していると考え
られる。学歴ごとの生活財の所有状況は次の通
りである。すなわち,大卒世帯で比率が最大と
なっている生活財は応接セット,書画 ・骨董,
パソンコなど7品 目であ り,これらのうちゴル
フ道具,応 接セットなどは職業要因や所得要因
と関連 していると思われ る。
短大世帯で所有率が最大 となっている生活財
には,ビデオカメラ,乗用車,電 子 レンジ,礼
服 ・礼装用着物,宝石,カ ラオケなど6品 目が
入っている。これらは女子型の個人用生活財お
よび娯楽共用型の生活財である。高卒世帯での
比率が最大の生活財にはカラーテレビ,エアコ
ンの2品 目がある。これらは普及率が高 く,か
つ共用的性格が強い生活財である。最後に,中
卒世帯で比率が最大の生活財はない。 これはこ
の学歴層 が高年齢層 と重なっているためであ
る。すでに見たように,高年齢層での耐久消費
財の所有状況は低 くなっている。
家族構成別には三世代家族で所有率が高 くな
っている。この家族構成は世帯規模が大 きいこ
ともあって,多様な個入用生活財,共 用型生活
財への欲求が高 くなる傾向がある。しか も大家
族の同居を可能にする所得や住宅事情なども,
所有率の上昇に寄与 していると想定され る。他
方,単 身世帯はほとん どの生活財で最低の所有
率になっている。高齢者単身世帯の比率が高い
ため,こ こにあげられた近代的 ・洋風の生活道
具になじみにくいことなども考えられるであろ
う(図N-24)。
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図N-24学 歴 別 世 帯 所 有 率
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住宅所有形態別では,持 ち家(所 有率が最大
の生活財7晶 目)と社宅 ・公務員住宅(所 有率
が最大の生活財6晶 目)で所有率が高くなって
いるが,住 宅の所有形態 との直接的な関連性は
あま りないと思われ る。年齢,所 得など他の要
因が住宅所有形態に投影していると考えたほう
が妥当であろう。持ち家でピアノと応接セット
の所有率が他の住宅形態よりかな り高 くなって
いるのは,住 宅規模の大 きさと関係 しているた
めであろう。
職業別の世帯所有率の特徴をみ るため,所有
率1位,2位 の生活財の数 とその種類および所
有率が最低になっている生活財の数 とその種類
の職業別分布を整理したのが,左記 の表]V-1
である。
管理職世帯は所有率上位の消費財が15のなか
で9を 占め,そ の所有率はきわめて高くなって
いる。その高 さは,ゴルフ道具,礼 服 ・礼装用
着物など管理職 としての職業上の必要性と,所
得の高さか らくる生活の余裕の反映の2側 面に
よって もた らされていると思われる。次に所有
率の高いのは専門職であるが,専 門職で比率が
高いのは,書画 ・骨董,ス テレオ,ピ アノ,乗
用車で,反 対にゴルフ道具,カ ラオケは低くな
表N-1職 業別世帯所有率
管 理 職
専 門 職
主 婦
学 ・生
そ の 他
サー ビス職
事 務 職
販 売 職
運輸 ・生産
技術 ・技能
無 職
所有率1位 ・2位 所有率最低
9(1位 の み:ピ ア ノ,
ゴル フ道具,乗 用 車,
礼 服 ・礼装 用 着 物)
4(書 画 ・骨董)
3(宝 石)
3(ス テ レオ,ビ デ オ
カ メ ラ)
3(ビ デ オ コー ダー,
パ ソ コ ン)
2(電 子 レ ンジ,エ ア
コン)
2
2(カ ラオ ケ)
0
0
0
0
0
0
4(ゴ ル フ道具,
電 子 レン ジ,応
接 セ ッ ト,エ ア
コ ン)
2(ビ デ オ カ メ
ラ,宝 石
1(乗 用 車)
1(ピ ア ノ)
0
0
2(書 画 ・骨 董,
パ ソ コン)
4(ス テ レオ,ビ
デ オ コー ダー,
礼 服 ・礼 装 用 着
物,カ ラ オケ)
っている。音楽や絵画などの趣味性の強い生活
財に傾斜している。この傾斜をさらに徹底して
示しているのが学生である。ステレオ,ビ デオ
カメラ,パソコンといった趣味性の強い個人用
生活財では高い所有率を示 しているが,共 用型
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の電子 レンジ,応接セ ッ乍,エアコンなどでは
最低の所有率になっている。
主婦は宝石,礼 服 ・礼装用着物などの個人用
生活財や応接セ ットなど共用型生活財で比率が
高くなっている。無職世帯は高齢者や低所得層
を多 く含んでい るため,全般に所有率が低くな
っている。
世帯所得 と耐久消費財の関係は,生活財であ
れ,財 の所有が 一般に所得水 準に照応す るた
め,15品目すべてにわたって所得の上昇につれ
て所有率 が高 くなっている(図IV-25)。保有し
ている生活財の質はひとまず捨象して,所 得階
層別の所有率 を比較することにする。(ここで
は1,000万円以上の所有率を100とした指数で
他の所得層をみてみる。)
100.
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⑤
100100
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円300
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未
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万
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以
上
(注)① ～⑤は1,000万円以上層の世帯所有率
を100とした場合の指数を示 している。
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第1に,所 得階層差がほ とん どない生活財 と
して カラー テ レビがあ る。第2に,所 得階層100
万 円未満層 は単身世帯 が多 いので,生 活財 の大
半が個人用 とな り,低 所得層 のなかで も特殊 な
層 を形成 してい ると思 われ る。 この層 において
指 数値 が 比 較的高 いのは カ ラーテ レビ を除け
ば,礼 服 ・礼装用着物(58),エアコ ン(31),宝
石(30),書画 ・骨董(25),ステ レオ(24)などで,
礼 服 ・礼 装用着物 の高 さは西陣的特徴 ともい う
べ き ものであろ う。 また住環境 の厳 しさを反 映
して この ような低所得層 におい て もエア コンが
高 く現 れてい る。
第3に,家 族持 ちの低所得層が多 い と推定 さ
れ る100～300万円未満層 において指数値が高 い
のは,礼 服 ・礼装用着物(71),ステ レオ(62),
エア コン(58),電子 レンジ(46),宝石(46),乗
用車(42)などであ る。 この層 では電子 レンジや
乗用車 な ど共用型 の 生 活財が 登場 す るととも
に,全 体 に指数値 が高 くなってい る。
最後 に,1,000万円以上層 と その下 の500～
i,000万円未満層 とを比べて,両 者 の 間で 格 差
が大 きい ものに,書 画 ・骨董(53)ピアノ(54),
カ ラオケ(57),ビデオ コー ダー(58),ビデオカ
メ ラ(61),応接セ ッ ト(62),パソコン(69)など
があ る。 これ らの生 活財は趣 味性 が強 く,ま た
高 価で,一 般 に必要度 がそれほ ど高 くない。 さ
らに応接セ ッ トなどの ように住宅 スペースの広
さな どと も関連す るので所得格 差が大 き く現 れ
て くると考 え られ る。
(2)個人 の専用物 と してい る生活財の
保有状況
生活財 の個人財化(個 人専用 の生活財化)の
進行 がいわれてい るが,西 陣地域 におい てどの
表N-2個 人専用の生活財の保有状況
①礼服・礼装用着物
②カラーテレビ
③宝 石
④乗 用 車
⑤ス テ レオ
⑥エ ア コ ン
⑦ ゴルフ道具
⑧電子 レンジ
⑨書画 ・骨董
⑩ビデオコーダー
a.
専 用
保有率
(%)
(62.7)
(42.9)
(33.5)
(23.2)
(17.9)
(14.3)
(13.7)
(9.3)
(8.5)
(6.9)
b.
世 帯所有率
00
77.7
98.3
48.4
55.6
61.8
..
26.1
48.0
29.1
26.5
む り
個人専用/世帯所有
×ioo
(°o)
(81)*1
(44)4
(69)*2
(42)5
(29)6
(a1)
(52)*3
(19)
(29)6
(62)
程度進展 してい るであろ うか。個人専用保有率
の上位 か ら順 番に 並べたのが 上の 表N-2で あ
る。
個人専用比 率 で は 礼服 ・礼装用着物 が6割
台,カ ラー テレビが4割 強,そ して宝石が3割
台,乗 用車 が2割 台 で,こ れ らが比較的高い も
ので ある。 カラー テレビや乗用車 な ど従来共用
的性格 の強 か った生活財 の個人専用化が進んで
きてい ることがわか る。世帯所有 の うちの個人
専 用物 の比率 の 高 さは,個 人用生活財 の 色彩
の濃 さを表示す るが,こ の比率が最 も高い の礼
服 ・礼装用着物(81%),次いで宝石(69%),ゴ
ル フ道具(52%),カラー テレビ(44%),乗用車
(42%)など となってい る。
これ を性別 にみ ると,男 子 で専用比率 が高 い
ものは礼服 ・礼装用着物(49.2%),カラーテ レ
ビ(47.9%),乗用 車(41.1%),ステ レオ(28.0
%),ゴ ルフ道具(25.0%)などがあ り,他方,女
子 の専用比が高 い ものには,礼 服 ・礼装用着物
(75.0%),宝石(56。2%),カラー テ レビ(38.5
図IV-26性 別 個 人 専 用 率
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%),電 子 レンジ(14.2%)などが あ る。男子 で
は乗用車,ス テ レオ,ゴ ル フ道具な どの個人専
用化率が高 くな ってい るの に対 して,女 子 では
礼服 ・礼装用着物,宝 石 とい った身につけ るも
の の専用 化率 が高 くな ってい る(図N-26)。
個 人専用生 活財の年齢 別特性 については5つ
の タイプに分 類す ることがで きる。第1は,年
齢差 のあま りない もの(最 高 と最低の差が10ポ
イン ト未満)で,カ ラー テ レビ,ビ デオカメラ,
ビデオコー ダー,ピ アノ,電 子 レンジ,応 接 セ
ッ ト,エ アコン,宝 石,'カラオケ,パ ソコンな
ど15品目のうち,10品目が これ に入 る。 これは
これ らの生活財 の個人専用化 にあた って年 齢要
因 があま り強 く作用 してい ない ことを示 してい
る。 この中 にはカラー テ レビ,宝 石 などのよう
に個人専用率が高い に もかか わ らず格差が小 さ
い もの と,カ ラオケやパ ソコンのよ うに専用率
が きわめて低 く,そ のた めに格差が生 じるまで
に至 っていない ものの両者が含 まれてい る。
第2は,高 年 齢層 ほど個 入専用率の高 くな る
高齢者型生活財 で,礼 服 ・礼装用着物が これに
あた る。第3は,若 年層 ほど個人専用率が高い
若年型 の生活財で,こ れ にはステ レオ,乗 用車
な どが入 ってい る。第4の タイプは,若 年 ・壮
年(20～50歳代)で高 く,高 齢層で急減 してい る
個 人生活財で,ゴ ルフ道具が これ にあた る。第
5は,若 年 ・高年型(20～30歳代 と60歳以上)で
高 く,壮 年層の比率 が低 い もので,書 画 ・骨董
が ここに入 ってい る(図1V-27)。
学歴 にみた専用状況 では,全 般 に大学卒層 で
の個人専用率が高 くな ってい る。大学卒 で専用
率の高 くな ってい る生活財は,カ ラーテ レビ,
ステ レオ,ビ デオ コーダー,ピ アノ,ゴ ル フ道
具,乗 用車,エ アコン,パ ソコンの8品 目であ
る。 これ は学歴要因に直接的 に規定 されてい る
とい うよ り,学 歴 と関連 してい る年齢 職業,
所得 な どの諸要因の複合的 な影響 による もの と
思 われ る。次 に学歴差が少ない もの(5ポ イン
ト未満)に は,ビ デ オカメラ,応 接セ ッ ト,カ
ラオケ な どが あ る。 これ らはいずれ も個 人専用
率 の低い生活財 であ り,格 差 を生みだす まで に
至 っていない もので あ る。短大卒で比 率が高い
ものには,電 子 レンジ,礼 服 ・礼装用着物,宝
石,ま た中卒者 で比率が高い ものに,書 画 ・骨
董 があ る(図N-28)。
家族形態別 の専用状況について は,ま ず,家
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族形態間での差の小 さい もの(10ポイン ト未
満)に,ビ デオカメラ,ビデオコーダー,ピ ア
ノ,電子 レンジ,応接セ ット,書画 ・骨董,カ
ラオケ,パ ソコンなど8品 目がある。この中に
は現在まだ普及率が低いビデオカメラ,パ ソコ
ンなどとともに,電子 レンジ,応接セットなど
の共用型が含まれている。個人専用率の低い生
活財は家族形態問の格差が小 さくなっていると
思われる。次に,単 身世帯 で比率 が高 いもの
に,カ ラーテレビ,ステレオ,エ アコンである
が,こ れらはいずれも若年 ・高年型の生活財で
あ り,したがって単身世帯の多 くが高年型,若
年型であることもあって,専 用率が高 くなって
いるのである(図]V-29)。
夫婦のみ世帯で比率が高い ものは,礼服 ・礼
装用着物である。夫婦のみ世帯は高年齢層の比
率が高いが,そ のことが礼服 ・礼装用着物の専
用率の高さに影響を与えていると思われる。親
子夫婦と未婚子で比率が高いものは,ゴルフ道
具,乗 用車,宝石などである。三世代家族は家
族規模が大きく,構成員の年齢にも幅があるの
で,専用率は全般に高 くなっている。ゴルフ道
具,乗 用車,宝 石などの比率の高さは,この世
帯の構成員の多様さと世帯所得の高さを示して
いるものと考えられる(図N-30)。
住宅所有形態と専用の生活財については,あ
まり関連性はみられない。ただ公団住宅 と社宅
・公務員住宅の形態で専用比率がやや高 くなっ
ているが,こ れは住宅形態によって規定 されて
いるというよ り,むしろ世帯の年齢構成や家族
形態の影響 と考えられ る。
職業 と専用生活財との関係は,管理職等 一部
を除けばあまり明確に現れていない(図N-si)。
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個人専用生活財について職業別に専用率1位 の
数 とその内容をみると,最 も専用率1位 の数が
多くでているのは販売職(乗用車,応接セ ット,
カラオケ),学生(カ ラーテレビ,ステレオ,ビ
デオカメラ)と その他(ビ デオコーダー,ピ ァ
ノ,パ ソコン」で,いずれ も3となっている。
これらの職業等は比較的若い世代に多 く,世帯
形態 も単身世帯か小家族であ り,したがって職
業 との直接的な関連性は少ない とみてよいだろ
う。年齢要因等に規定 されて個人の娯楽または
趣味型の生活財の所有比率が高 くなっているも
のと思われる。
次いで多いのは管理職の2(ゴ ルフ道具,書
画 ・骨董)で ある。ゴルフ道具はホワイ トカラ
ーや管理職の社会活動に欠 くことのできない社
交用生活財となっていることを示している。ま
た書画 ・骨董の比率の高さは管理職の所得およ
び年齢等に規定 されたものと思われる。このほ
か専用率1位 は運輸 ・生産工程従事者2(礼 服
・礼装用 着物,カ ラオケ),サービス職業従事
者(電子 レンジ),専門職(エ アコン)などでも
見 られ るが,こ れらの職業 と1位になっている
専用生活財については関連性が薄 く,他の諸要
因の影響によると思われる。
世帯所得との関連では,前述のように世帯所
得の多寡が生活財の所有の多寡を大 きく規定し
ている。100万円未満層で個人専用率が最大に
なっているのはカラーテレビのみで,他 の生活
財はほとんど最低の専用率か,ま たは下位 とな
っている。他方,1,000万円以上層は15晶目中13
で専用率が最高 となってお り,他の2品 目(カ
ラーテレビ,電子レンジ)も トップとあま り差
がない。 このように専用率は大 きく所得によっ
図N-29家 族 形 帯 別 個 人 専 用 率
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て規定 されてい るが,所 得100万円～1,000万円
未満層 では,家 族構成や世帯の ライフスタイル
の差 な どによって個人専用生活財の優先順位 に
差があ るためか,か な らず しも所 得の上昇 に比
例 して専用率 が上 が るとい うことになってお ら
ず,専 用率 に逆転現象が生 じてい る(図N-32)。
(3)今後欲 しい生活財
今後,個 人 として欲 しい生活 財の比率 の順位
を示 したのが 表N-3で あ る。Bは その生活財
の現在 の 所有率 である。A/Bは 現時点 での 欲
求 の強 さを示 し,B+Aは 現時点 での 欲求の上
限 を指 し示す もの と考 えることがで きる。
欲 しい生 活財の順位 では,ビ デオ カメラ(32.
8%),ビ デオ コーダー(30。7%),電子 レンジ
(23。7%),パソコン(19.0%),乗用 車(15.0%),
エアコ ン(13.5%)などが上位 に きてい る。反対
に,下 位 は ゴル フ道具(1.1%),礼服 ・礼装用
着物(4.0%),カラーテ レビ(4.0%),応接セ ッ
ト(5.5%)などとなってい る。
欲 しい生 活財 には,第1に,世 帯所有比率 が
高 くて(7割 ～9割),欲 求比 率 が 低 くな っ て
い る(1割 未満)カ ラーテ レビや礼服 ・礼装用
着物 な どであ る。 そして第2に,世 帯所有比率
は中位(4割 ～6割)で,欲 求比率が比 較的高
い(2割 ～3割)電 子 レンジ,欲 求比率が中位
(1割台)の 乗用車,エ アコン,そ して低位の
ステ レオ,宝 石 な どがあ る。また第3に,世 帯
所有率 の 低 い ものに も(3割 台 以下),欲 求比
率 の高 い もの と低 い もの とがあ る。前者 の欲求
比率 の高 い ものには ビデオカメラ,ビ デオコー
ダー,パ ソコンがあ り,低 い ものにはゴル フ道
表IV-3今 後欲しい生活財
A欲 しい生活財の順位
(°o)
①ビデオカメラ
② ビデ オ コーダ ー
③電子 レンジ
④パ ソ コ ン
⑤乗 用 車
⑥エ ア コ ン
⑦ス テ レ オ
⑧カ ラ オ ケ
⑨宝 石
⑩ピ ア ノ
⑪書画 ・骨董
⑫応接セット
⑬カラーテレビ
⑭礼服 ・礼装用着物
⑮ ゴルフ道具
(32.8)
(30.7)
(23.7)
(19.0)
(15.0)
(13.5)
(9.9)
(9.5)
(g.s)
(7.7)
C7.3)
(5.5)
(4.0)
(4.0)
(1.1>
B既にあ
る生活財
比率(00)
(9.5)
(26.5)
(48.0)
(7.2)
(55.6)
(68.8)
(61.8)
(16.5)
(48.4)
(2,3.2)
(29.1)
(35.0)
(98.3)
(77.7)
(ZS.1>
・
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具,応 接セ ット,書画 ・骨董,カ ラオケ,ス テ
レオ,ピ アノなどがある。欲求比率が同 じよう
に低 く現われていても世帯 レベルでの普及がか
な り進んでいて新たに個人の欲しい生活財 とし
て登ってこない場合と,普及度が低いに もかか
わらず個人に欲求 されない場合 とでは,そ の低
さの意味は異なっている。普及度が低いに もか
かわらず欲求比率が低いゴルフ道具などの生活
財は現在のこの地域の多 くの住民の生活様式に
あまりフィットしていない ともいえよう。
欲しい生活財を性別にみると,まず性差が顕
著でない生活財として,カラーテレビ,ピアノ,
ゴルフ道具,乗 用車,応 接セ ット,礼服 ・礼装
図IV-32性 別 欲 し い 生 活 財
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用着物,カ ラオケの7晶 目があ る。次 に,男 子
の志向性の高い生活財 に,ビ デオカメラ,ビ デ
オコー ダー,エ アコン,書 画 ・骨董,パ ソコ ン
の5品 目が ある。他方,女 子 の志向性 の高 い生
活財 として ステレオ,電 子 レンジ,宝 石 な ど3
晶 目が ある。 これは共用型 の生活財 および欲求
比率 の低い生 活財(ゴ ル フ道具)な どでは性差
が現 れ ない ことを示 してい る。また男子 では新
しい娯 楽型生活財 と住 関連生活財 な どで欲求が
高 く,女 子 では家事軽減型生活財,趣 味型 の生
活財な どでの欲求比率 が高 くな ってい ることも
わか る(図N-32)。
年齢別 にみた欲 しい生活財 につい ては,① 年
齢閲格差 が あま りみ られ ない もの(最 大値 と
最小値 の開 きが5ポ イ ン ト未満)に,ゴ ル フ道
具,応 接セ ッ ト,エアコ ン,礼服 ・礼装用着物,
宝石 な ど5品 目があ る。 これ らはエアコンを除
けば,各 年齢層 とも欲求比率が一 けた台 の低率
とな ってお り,そ のため格差が生 じていない も
の と思 われ る(図N-33)。
②若年層志向型生活財 にはパ ソコン(24.5%)
乗用車(20.4%),ビデオコー ダー(36.7%),ビ
デオカメ ラ(38.8%),ピア ノ(13.3%),ステ レ
オ(15.3%),カラー テ レビ(7。1%)など7品 目
があ る。若年層 においては ビデオカメラ,パ ソ
コン,ピ ア ノ,ビ デオコーダーのよ うなまだ個
人専用率 の低 い ものか ら,カ ラー テ レビ,ス テ
レオ,乗 用車 とい った専用率3～4割 の比 較的
高率 ものまで,そ の欲求比率は全般 に多 くの品
目で高 くなってい る。 この世代の個 人主 義的な
ライフスタイルが生活財 の専用化傾向を促進 さ
(1)(2)(3)
カ ラー ス テ レオ ビデオ
テ レビ カメ ラ80
.
せ,そ のため生活財への欲求を増大させている
ものと思われる。
③中年層志向型生活財としてあがっているの
は書画 ・骨董(10.7%)のみである。全般に中年
層は生活財への欲求を抑制している傾向がうか
がえる。その中で唯一,比 率が トップになって
いるのが,書 画 ・骨董である。しかし,書画 ・
骨董 も現在の専用率では60歳以上の高年層が高
く,40～50歳代層はむしろ若年層より低率にな
っている。それはこの年齢層が書画 ・骨董など
娯楽や趣味型の生活財への志向性がないという
ことではな く,このライフステージ段階が生活
の重圧に強くさらされているなかで,家族共用
型の生活財を優先 させていることの反映であろ
うと思われる。
④高年層志向型の生活財には電子 レンジ,カ
ラオケの2つがあげられている。電子 レンジは
世帯所有率でみると高年層で低 くなってお り,
その導入が志向されている。 これは調理器具の
変化が高年層にも及んできていることを如実に
示している。またカラオケについてはテレビよ
り多少能動的な娯楽機器が求められているとい
うことであろう。
学歴と欲 しい生活財の関係には次のような傾'
向がみられる0まず,あ まり学歴差がないもの
に,カ ラーテレビ,ゴルフ道具,応 接セ ット,
エアコンなどがある。 これらはエアコンを除け
ば欲求比率が低 く,あまり格差が現れないもの
と思われる。中卒者での志向が高い ものには,
乗用車,電子 レンジ,礼服 ・礼装用着物,宝石,
カラオケの5品 目がある。これらの品目は,カ
図N-33年 齢 別 欲 し い 生 活 財
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ラオケ以外は,中 卒者層の世帯所有率が最 も低
くなっているものである。したがって,そ れら
への欲求が高 く出ているものと思われる。
高卒者層では欲求が高いものはない。短大卒
層で志向が高い ものにはステレオ,ピ アノ,書
画 ・骨董,パ ソコンの5品 目,大卒層で志向の
高い ものにはビデオカメラ,ビ デオコーダーの
2品目がある。短大と大卒層の欲求品目の差は
学歴差の反映 というよ り,年齢要因が投影され
ているとみた方が妥当であろう(図IV-34)。
家族構成別では単身世帯において欲求比率の
高い ものが多 くなっている。単身世帯で高くな
っているのは,カ ラーテレビ,ス テレオ,ビ デ
オコーダー,乗 用車,応 接セ ット,エアコン,
パソコンなど7品 目にのぼっている。それはこ
の家族形態が若年層を多く含んでいることもあ
るが,そ れ以上にこの世帯における生活財の保
有の全般的な低 さが欲求を高めていると思われ
る。他方,生 活財全般の世帯保有率の高い三世
代家族では,欲求比率の高いものは少なくなっ
てお り,ビデオカメラ,カラオケの2つ だけで
(11(2)(31
カラー ステ レオ ビデオ
テ レビ カメラ80
.
ある。それ らはどちらも三世代世帯での保有率
の低い生活財である(図N-35)。
次に住宅の所有形態との関連では,こ の住宅
所有形態は,また住宅の構造的な形態をも大ま
かに示す ものであるが,そ の意味での住宅の所
有および構造形態 と直接的に関連 しそうな生活
財は,ピ アノ,乗用車,応 接セット,エアコン
くらいな ものである。 ところで,ピ アノは借問
・下宿を除けば他の住宅間にあまり大きな欲求
比率の開きは出ていない。乗用車は駐車スペー
スの問題 というよ り,むしろ,世 帯保有率や年
齢要因が関連 していると思われる。応接セ ット
は民間のアパー ト・マンションで比率が高 くな
っているが,そ れはこの生活財の世帯所有率の
低 さに起因している。また同様に民間のアパー
ト・マンションでエアコン比率が高いの も,こ
の住宅形態が多 くの場合にエアコンの設置 を必
要 としているのに,現在の所有状況が低いこと
からきていると考えられる(図IV-36)。
職業別の欲しい生活財では,世帯の所有状況
において も,個人の専用率においても全体に高
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い比率を示していた管理職が,各晶 目とも高位
に登場していないことが一つの特徴 となってい
る。この層はこれらの生活財の多 くを既に十分
に充足しているからであろう。また学生はビデ
オコーダー,応接セ ット,エアコン,パソコン
の4品 目で トップの比率になってお り,生活財
への旺盛な欲求を見せている。欲求比率が高 く
現れているものには,世帯所有率の低い生活財
への欲求が高く現れているものと,既 にかな り
の所有状況にあるものが さらに高 くなっている
ものの二つのタイプが見 られる。前者のタイプ
にはサービス職のステレオ,販 売職のビデオカ
メラなど,後者のタイプには主婦層の礼服 ・礼
装用着物,専 門職の書画 ・骨董 などがある(図
図N-36住 宅 形 態 別 欲 し い 生 活 財
図N-37職 業 別 欲 し い 生 活 財
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図N-38所 得 別 欲 し い 生 活 財
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世帯の年間収入 と欲 しい生活財の関係につい
ては,世帯所得を高(1,㎜万円以上),中上(500
～1,000万円未満),中下(300～500万円未満),
低(300万円未満)の四層に区分した場合に,高
所得層で欲求比率が高い生活財はパソコン,ス
テレオ,応 接 セ ッ ト,カラーテレビなどで あ
る。パソコン以外は世帯所有率がかな り高い生
活財であるが,買 い替えや個人の専用 としての
需要と推定 される。中所得層で比較的欲求比率
が高くなっているのは,ビデオカメラ,乗用車,
書画 ・骨董などで,こ れらの生活財の世帯所有
率は高所得層の5割 ～7割強の水準 となってい
る。現在の所有率の格差の分だけ需要 として現
れているものと推測される。低所得層での欲求
比率の高い生活財は電子レンジ,エ アコンであ
る。 これらは地域において世帯所有率がかな り
高い共用型の生活財であり,そのため世帯所有
率の低い低所得層において も消費欲求が高 く現
れているものと思われる。
全体に世帯所有率,個 人専用率の高い高所得
層においては,こ こにあげた生活財でみるか ぎ
りその欲求はあまり強 くなく,ある意味で飽和
状態を示 しているとも考えられる。他方,低 所
得層では多 くの生活財において世帯所有率が低
くなっているが,低 所有率の生活財のすべてで
欲求比率が高 くなっているわけではない。共用
型の生活財 として,そ の地域の住民の生活様式
に組み込 まれた生活財への消費欲求が高 くなっ
ていると思われる(図N-38)。
(浜岡政好)
1)池田孝江 「衣服」,高度成長期を考える会編 『高度成長と日本人PART2家 庭篇
1985年,日本エディタースクール出版部。
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